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１． 背景
建築物は、経済発展と共に増え続け、人々の日々の生活を豊かにし
てきた。
しかし、その反面、建てては壊すという都市の更新により、廃材な
ど地球環境への負荷は年々大きくなってきている。そして、都市に
は無機質な建築物が建ち並び、それぞれの街のよさを失いつつある。
では、都市の更新方法として新たな方法はないだろうか。そして、
その街が持つ特徴を失うことなく未来の街並みを築いていくことを
可能にしていけないだろうか。

２． 目的
建築の更新、都市の更新として、従来のスクラップ＆ビルドという
手法に変わる手段として、近年注目を集めている「増減築」「リノベー
ション」「コンバージョン」などがある。
このような更新方法よりも、経済性・施工性などをふまえて効果的
に都市の表情を変えていける方法はないだろうか。
その糸口として、「木造」の施工性・軽量性・空間の質に注目し、Ｒ
Ｃラーメン造という都市に溢れているビルの更新のプロトタイプを
提案することを目的とする。
また、今後変化を続ける社会に応じた新たな都市生活のあり方、ビ
ジョンを示してゆく。

３． 研究方法
①『木造置換』による更新方法をダイヤグラム化し、都市への汎用性
のある計画とする。
②次に、今回のプロジェクトでは、余剰容積率をもつ都市として「代々
木」のある一画を対象に CASE STUDY を行い、木造増築のプロトタ
イプを提案する。
③既存の RCラーメン造のオフィスビルの柱のスパンやコアに対し
てどのようにして木造の架構を造っていくかを探求し、今回は部材
の輸送限界などから寸法を割り出す。
④また、新たな都市生活の提案として、オフィスビルの屋上におけ
る人々の生活動線を作り出し、働く場の機能のみの街並みに他の機
能が複合され、多様化する街並みのビジョンを作っていく。

CORE
RC１層の減築

RC１層分の減築を行うことで、下部への重量負担は激減する。
その分を、木造による重量置換によってビルを更新し、付加価値をつけることを可能にする。
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Effect 1 重量置換 Effect 2 用途の複合

Effect 3 解体の効率化 Effect4 今後の社会変化に対応

避難動線の確保

スカイライン

１h　耐火

順次解体

４層増築

空間の拡張

木材の比重『約0.4』を基準に鉄筋コンクリートの比重『2.4』と比較すると単
純計算で６倍の木造増築へと置換が可能であることが分かる。

　また、木造の「耐火」を考慮すると、最上階から数えて４層までは１ｈ耐火
で建てることが可能であるため、今回のプロジェクトでは、余剰容積率との兼
ね合いによるが、最大で４層の木造置換とする。
　

集中

住む場や、学ぶ場といったこれまで別々だった機能を都心の立地のよい「屋
上」スペースに設ける可能性を探す。都市に機能が集中することで、生活の
向上や利便性、環境負荷軽減へとつながる。

民間

公共建築
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く
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社会の変化や人々のニーズの変化と共に、RCラーメン造のオフィスビルを木
造置換してゆく。
行く行くは、都市にビルが必要なくなった際、解体を高額かつ環境負荷が高
いものとせず、効率的にすることが可能になる。
順次解体により、街の特徴を一度に消失こともなくなり、徐々に都市が変化
していくことも可能になる。

ビル同士が屋上でつながり、空間が拡張され、公共空間など広くスペースが
確保することが可能になる。

また、これまでなかった新たな動線が生まれる。そして、都市のスカイライ
ンとしても連続したものとなる。

□木造置換について

□ELEVATION IMAGE

避難動線の確保
スカイライン

空間の拡張 順次解体
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□NIGHT IMAGE
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laminates(CLT) t=200mm

柱 300×300mm

大梁 150×400ｍｍ

cement screed t=50mm
plastic separation layer 
impact sound absorbing subflooring MW-T
fill t=50mm
trickling protection 
solid wood (e.g. cross laminated timber) 
glass wool [0,0040; R=16] t=50mm
gypsum fibre board t=12.5

7800 7200

既存 RC柱
660×660

木造柱
集成材 300×300

既存 RCコア

木造大梁
集成材 150×400

C LT
集成材 d=200

CLT　t=200mm + +大梁　150×400mm 柱　300×300mm

□STRUCTURE

□INSIDE IMAGE

□OUTSIDE IMAGE


